
 
全国国公私立大学病院検査部 

における 
遺伝子関連検査の実施状況と課題 

 

日本臨床衛生検査技師会 医療政策委員 横田浩充 

第５回 ゲノム医療等実用化推進TF 

平成28年2月18日 

横田委員 
資料 



1 



2 



3 



4 



遺伝子検査の問題点・課題 
－アンケート結果－ 

問題点・課題 解決策 

ランニングコストが高い 
（装置、試薬が高額） 

• 無駄のない効率的な手法の確立（汎用機器の利用） 
• 病院や診療科と協力する 
• 試薬の小分け分注による試薬コストの削減 

保険算定項目が少ない 
保険点数が低い 

• 保険収載の拡大、診療報酬の条件改定 
• 技師会・検査医学会から働きかける 

需要と供給の問題 
臨床のニーズが少ない 

• 臨床とのミーティングが必要 
• 専門外来との連携による一定数以上のオーダーの確保 

施設・設備の問題 
• 検査室の整理・統合 
• 省力化ができる分析装置を導入する 

時間がかかる、操作が
煩雑である 

遺伝子検査の迅速検査法および遺伝子検査全自動分析機の開発 

検査法の標準化 
精度管理（内部、外部） 

• 学会の垣根を越えた標準化委員会の立ち上げ 
• 他施設と連携した外部精度管理の評価体制の構築 
• 精度管理試料の作製、キット化、施設間共通のマニュアル作成 

人員の確保と教育 
 技術・理論の習得 

• 遺伝子疾患診療センターとの連携、医局との共同研究 
• 研修会および学会等への参加、遺伝子検査専任技師の育成 

倫理的な問題 倫理委員会での承認、インフォームドコンセントの実施（同意書） 
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